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工
場
内
労
働
者
数
育
事
業
の
目
的

大

塚

朗

序

冨

今
日
多
く
の
主
要
産
業
闘
で
は
労
働
細
合
や
特
務
公
盆
周
穏
や
更
に
叉
侍
殊
枇
舎
閣
慌
等
が
主
健
に
な
っ
て
特
に
持
働
者
を
針
象

に
し
た
教
育
的
荷
動
を
賢
〈
行
っ
て
ゐ
る
。

し
か
し
、
持
働
者
数
育
に
開
滞
し
て
は
‘
同
時
に
他
に
な
ほ
一
つ
の
注
目
ナ
ペ
者
現
象

が
現
じ
れ
て
ゐ
る
ゆ
そ
れ
付
日
本
双
び
臥
米
の
各
有
力
資
本
主
義
闘
で
、

工
場
主
た
る
企
業
者
が
主
慢
に
沿
っ
て
其
の
経
智
内
に
自

己
の
使
用
す
る
弗
働
者
及
び
時
と
し
て
は
そ
れ
ら
の
者
の
子
弟
を
針
象
に
し
た
教
育
的
事
業
を
施
設
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し

て
、
そ
れ
は
又
一
方
で
共
の
揚
合
に
経
替
の
重
要
注
一
要
素
に
友
っ
て
来
て
ゐ
る
。

尤
も
、
軍
友
る
手
先
き
技
巧
の
訓
練
を
狙
つ
て
の
経
管
内
教
育
は
決
し
て
現
代
の
如
き
高
度
資
本
主
義
時
代
の
展
開
を
倹
っ
て
始

め
て
鬼
ら
れ
た
現
象
で
は
な
い
。
と
も
か
く
も
或
る
程
度
に
系
統
化
し
た
経
常
内
教
育
の
起
源
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
図
で
も
封

建
経
済
時
代
の
職
人
的
手
工
業
経
管
内
に
存
し
て
ゐ
た
徒
弟
制
度
言
弓
『
S
Z
3
3同
Z
F
r
E
5向田
ω
E
O
E
)
に
ま
で
遡
る
こ
と
に

な
ら
う
。
此
の
場
合
に
共
の
教
育
針
象
た
る
徒
弟
が
.
営
時
の
凋
立
業
主
で
あ
っ
た
親
方
遠
の
替
業
的
結
合
組
織
卸
ち
同
職
組
合
制

度

(叶
B
L
o
C
E
o
p

。ET
-
-
u
p口
問
)

の
貫
質
に
密
接
友
闘
闘
聯
を
有
し
て
ゐ
た
事
費
は
更
め
で
と

L
K
指
摘
す
る
必
要
が
・
泣
い
。
た

工
場
内
労
働
者
数
育
事
業
白
目
的

九

例へば我[唱では、財圏法人勤努者数l~FcJ円t-!;舎を繰る各地の労務者数育施設(文
部省、努務者数育主聖地概要、昭和十年、:参照)やl協調舎の活動等を見るべ Lo
1?lJへば、河逸0:0Det1臼ch.eArheitsfnml の教育的活動を見品べし。
Kelly， W. -R. Trainiog Industrial ¥Vorkers， 1920， p. 42・
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工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
の
目
的

Q 

官
、

一
居
立
入
っ
て
考
へ
る
友
ら
ぼ
、
経
済
設
建
段
階
上
右
に
所
謂
同
職
組
合
制
度
の
成
立
を
侠
た
や
し
て
、
換
言
す
れ
ば
既
に
専

門
工
萎
者
の
愛
生
を
見
や
程
友
〈
、
共
の
狗
立
業
者
は
弟
子
取
り

思
は
れ
る
下
か
く
て
そ
こ
に
経
営
内
川
労
働
者
数
育
の
端
著
が
開
け
た
と
い
ふ
ペ
き
で
友
か
ら
う
か
。
従
っ
て
‘
絞
替
内
弊
働
者
数
育

(
丘
口
白

H
A
m
一
三
一
口
明
白
百
巴
町
一
w
E
O
E

と
い
ふ
こ
と
を
始
め
た
も
の
と

の
起
源
は
随
分
古
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
高
度
資
本
主
義
時
代
以
後
の
そ
れ
を
前
時
代
の
も
の
に
比
較
す
れ
ば
、
共
の
規
模
、
目

的
、
及
び
機
能
湖
次
化
の
貼
か
ら
向
山
亡
、

4
;〉
1

:
、

2
2
J
:
f
i
I
K
E
-
-
3

凡
#
t
v一
間
旧
に
日
品
川
剛
院
が
に
，
1
h
ξ
昨
瑚
カ
夜
三

iiY: 

~1_ 
，p 

:~d・
u 
」

号f

i;r 
け
れ
ば-
)'[ 

ら
ね
。右

の
如
〈
に
高
度
資
本
主
義
的
経
骨
内
の
持
働
者
数
育
は
と
れ
を
前
時
代
の
手
工
業
的
徒
弟
教
育
と
同
減
し
得
友
い
性
質
の
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
か
と
い
っ
て
と
れ
が
又
決
し
て
新
し
い
起
原
の
も
の
で
は
な
い
。
郎
ち
特
殻
性
の
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
叉
或
る

意
味
で
高
度
資
本
主
義
的
工
揚
内
教
育
の
先
駆
的
責
例
k
見
得
る
も
の
を
王
口
々
は
既
に
今
よ
り
百
数
十
年
前
に
遡
っ
て
高
度
資
本
主

義
的
経
営
褒
展
史
土
に
捉
へ
る
と
と
が
出
来
る
。

共
の
貧
例
と
い
ふ
の
は
、

オ

1
ウ
エ
ン

(
Q
Z
P
戸
)
を
中
心
に
し
て
ニ
ュ

I
ラ
ナ

1
ク
に
管
ま
れ
た
結
一
位
形
態
の
紡
績
企
業
が

共
の
経
営
内
に
三
千
勝
の
支
出
を
以
て
一
八
一
六
年
に
開
設
し
た
性
格
形
成
準
院
(
司
王
宮
田

Z
E
g
z
p
o
同

c
-
E
2
E
Cロ
ロ
『

nEE

3
3『
)
の
と
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
に
北
九
の
従
業
持
働
者
の
み
で
は
た
く
寧
ろ
主
と
し
て
は
其
の
家
族
子
弟
を
封
象
に
し
て
賢
〈
智

徳
雨
面
か
ら
人
間
教
養
を
目
的
に
し
た
ヱ
揚
向
島

T

校
施
設
で
あ
っ
て
、
狽
立
の
専
用
校
舎
と
専
任
の
毅
師
と
を
持
ち
大
い
に
共
の
内

容
の
充
寅
し
た
も
の
で
る
っ
た
。
か
L

る
施
設
が
蛍
時
に
於
い
て
欧
米
で
も
稀
有
の
試
で
あ
っ
た
こ
と
は
無
論
で
、
此
の
施
設
を
見

事
す
る
銭
に
日
々
諸
国
か
ら
貴
族
、
政
治
家
、
慈
善
事
業
家
、
社
合
主
義
者
、
社
曾
改
良
家
等
々
各
種
階
級
の
人
士
が
陸
績
-
一
品

l

五島

Bucher， K.， Die Entstehung der司Tolkswirtscb.aft，192{;， S. 164. ~在同事士課、
経済的文明史論、大E十年、 195頁
Cf. podmore， F.， Robert Owen， a Biog:raphy， 1907， p. 】:;0住本牧同、
雨氏共謀、ロバアト・オーウエン自鋭俸、昭和三年、.;:?:;~~頁以下参照目
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ラ

ナ

ク

喜
問
し

宍師
と
u、
占、

程
の
も
の
で

あ
る

し
か
し
、
資
本
主
義
的
産
業
が
今
日
の
段
階
に
迄
進
ん
で
来
て
は
、
少
く
と
も
い
失
の
外
形
で
は
、

-二
l
ラ
ナ

l
ク
式
事
校
程
度

の
規
模
を
持
つ
工
場
内
教
育
施
設
は
目
、
英
、
米
、
濁
等
に
て
最
平
決
し
て
珍
し
い
現
象
で
は
な
〈
友
っ
て
ゐ
る
ふ
又
そ
れ
程
の
規

棋
の
も
の
で
な
い
に
し
て
も
・
と
も
か
く
も
何
等
か
の
程
度
で
工
場
内
事
校
施
設
と
見
得
る
も
の
を
持
つ
こ
と
は
今
日
の
大
工
場
で

寧
ろ
普
通
の
現
象
で
あ
る
。
加
之
、
現
今
行
は
れ
て
ゐ
る
工
場
内
教
育
手
段
に
は
右
の
組
織
的
、
系
統
的
性
質
の
曲
学
校
的
施
設
が
あ

修
養
圏
健
の
組
織
、

問
、
新
聞
雑
誌
の
工
場
内
護
行
等
種
今
友
る
も
の
が
あ
っ
て
甚
だ
多
岐
に
な
っ
て
ゐ
る
。

映
婁
開
演
、
聞
書
雑
誌
の
閲
覧
及
び
貸

る
ば
か
り
で
な
く
、

共
の
他
に
も
更
に
臨
時
の
講
脅
合
、
講
演
舎

今
日
北
岡
だ
け
の
資
欣
を
見
る
に
、
枇
命
円
白
川
弊
働
部
は
明
和
七
年
入
月
現
本
に
て
中
規
模
以
上
の
仁
川
噺
(
職
工
一

O
O
人
以
上
使
用
〉
及

び
蹴
山
(
鎖
↓
百
一
一
一
C
C
人
肌
土
似
如
、
に
於
け
る
教
育
施
訟
の
欣
況
を
調
査
し
て
、
共
の
結
山
本
に
闘
し
弐
の
如
き
概
括
的
要
旨
を
辿
ぺ
て

ゐ
か

Q

邸
ち
各
地
の
工
場
、
鍍
山
で
は
帥
労
働
者
数
育
の
必
要
を
認
め
て
、
或
は
叩
母
校
若
く
は
講
座
を
設
け
て
一
般
的
智
見
の
繍
大
を

誘
導
し
、
或
は
修
養
に
闘
す
る
諸
舎
ム
口
の
催
に
よ
っ
て
日
間
性
の
陶
泊
を
周
り
、
な
ほ
又
講
習
合
共
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
専
門
的
、

技
術
的
修
養
を
積
ま
し
め
る
等
各
種
の
教
育
施
設
を
左
す
も
の
が
砂
く
な
い
。

一
般
に
見
て
工
場
内
第
働
者
教
育
の
意
義
が
弐
第
に

重
視
さ
れ
て
来
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
・
た
ほ
右
の
調
査
結
果
の
中
、

工
揚
関
係
で
主
要
た
も
の
と
し
て
は
、
曲
学
校
的
手
段
で
補
習
教

育
を
司
な
す
も
の
が
官
設
工
揚
(
七
五
・
六
乏
(
調
査
工
場
数
に
封
す
吾
施
設
教
の
割
合
、
以
下
是
に
倣
ふ
)
、
紡
績
工
場
(
五
七
・
五

vo-で
あ
り
、

叉
同
様
手
段
で
技
術
教
育
を
友
す
も
の
が
官
設
工
揚
(
八
七

λ
ど
、
製
総
工
場
(
一
千
七
丘
、
機
械
器
具
工
場
(
一
四
・
八
%
)
等
で
あ

る
。
た
だ
従
業
第
働
者
の
子
弟
に
封
す
る
教
育
施
設
は
今
日
迄
の
と
こ
ろ
我
闘
で
は
錆
山
に
於
い
て
相
営
の
護
遣
を
示
し
て
ゐ
る
が

工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
。
目
的

議
設
執
野
村

Podmore， F.， Ibid.， p. 154・

Cf. Tones， E. D.， The Adininbtr:ttion of rnd l..1 s~5ial E~terJ?ri~e5~ I9I6~ p. _~I_I 伍
枇舎局拶働部、工場飯山Iて於ける量投1守修養施設、昭和八年七月、 z頁以下
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工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
の
目
的

一一

エ
揚
で
は
未
だ
兵
の
例
が
少
い
の
で
あ
加
。
共
の
他
単
一
・
校
的
手
段
以
外
の
教
育
施
設
も
既
に
相
官
に
護
達
し
て
来
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ

で
、
か
L

る
工
揚
内
教
育
活
動
の
我
園
に
於
け
る
起
原
は
と
い
ふ
に
、
そ
れ
も
決
し
て
最
近
の
と
と
で
は
た
い
。
墜
校
的
施
設
だ
け

に
つ
い
て
見
て
も
、
早
〈
明
治
三
十
四
年
に
農
商
務
省
商
工
局
が
大
阪
に
於
い
て
行
っ
た
調
究
に
よ
れ
ば
蛍
時
既
に
共
の
例
が
相
営

O
 

K
多
く
現
は
れ
て
ゐ
か

D

か
や
う
に
し
て
、
我
闘
で
は
各
穂
の
工
揚
内
教
育
活
動
が
相
訪
平
く
か
ら
吠
第
に
護
達
し
て
来
た
も
の
で

大
正
五
年
以
来
工
場
訟
の
賞
施
さ
れ
た
と
と
及
び
大
限
後
念
品
川
に
一
般
の
枇
合
殺
育
が
振
興
さ
比
一
た
'
-
と

の
二
つ
の
出
来
事
は
特
に
強
く
と
れ
に
針
し
て
刺
戟
を
興
へ
た
も
の
で
あ
る
。

あ
る

が

J
A
C
〉

1

2

1

1
y
広
明
暗
桔
て

英
、
米
、
狽
、
悌
の
諸
国
に
行
は
れ
て
ゐ
る
工
揚
内
務
働
者
数
育
活
動
の
近
燃
は
と
れ
を
統
計
的
に
語
る
根
擦
を
今
手
許
に
奥
へ

ら
れ
て
ゐ
た
い
け
れ
ど
も
、
各
種
の
資
料
か
ら
推
し
て
・
工
場
内
第
働
者
数
育
と
い
ふ
と
と
は
皆
そ
れ
ら
の
図
々
の
工
業
企
業
者
が

既
に
和
賞
早
〈
か
ら
共
の
努
力
の
封
象
に
し
て
来
た
と
と
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
径
三
険
〈
行
は
れ
て
来
て
ゐ
る
え
と
を
知
る
と
と
が

出
来
る
。

以
上
に
指
摘
し
た
如
〈
、

工
揚
内
労
働
者
数
育
と
い
ふ
こ
と
は
今
日
多
く
の
有
力
資
本
主
義
闘
で
一
般
に
一
つ
の
注
目
す
ぺ
き
枇

曾
現
象
に
た
っ
て
治
り
、
又
こ
れ
を
夫
々
の
企
業
に
於
い
て
見
れ
ば
そ
れ
は
一
つ
の
重
要
注
経
営
的
要
素
を
成
し
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ

で
此
の
事
業
が
各
個
の
工
場
主
白
惜
の
責
任
を
以
て
施
設
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
を
顧
る
友
ら
ば
、
そ
と
に
は
夫
々
の
工
揚
主
が

か
L

る
工
揚
内
教
育
事
業
を
手
段
に
し
で
追
求
す
る
と
と
ろ
の
或
る
具
棺
的
左
特
定
の
目
的
が
見
出
さ
れ
得
注
凶
り
れ
ば
た
ら
ぬ
舎
で

あ
る
と
忠
ふ
。
共
の
目
的
の
内
容
は
何
で
あ
ら
う
か
。

と
与
で
は
そ
れ
を
問
題
に
し
て
見
た
い
の
で
あ
る
。
尤
も
、

こ
れ
を
個
々
の

エ
揚
主
乃
百
一
は
経
替
主
脳
部
に
つ
い
て
零
ね
て
行
け
ば
、
そ
れ
ら
筒
々
の
主
観
的
見
解
は
非
常
に
直
々
に
恋
っ
て
結
局
蹄
一
離
を
其

枇合局努働部、前協調舎、工場銑山に於ける敬育施設要覚、昭和十年、 9J司;
掲、 58頁
大限育、明治大正大医市氏、陪和十年、 1001頁以1'1書附

協制曾、最i!i:"-' m止曾迩動、昭和五年、 948頁以下・
Richardson， J. H.， I_ndu:-.tri3.1_ Relations in Great BTit:l.:in， I913， p. 168 ff. p. 
194， (英);Bures.u of Labor Statistics， Welare Work foI' Employees in Ind~-
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の
閣
に
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
ら
う
。
し
か
し
今
日
工
場
内
教
育
事
業
と
い
ふ
も
の
が
庚
く
施
設
さ
れ
て
ゐ
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ら

多
数
施
設
の
背
後
に
自
ら
若
干
の
現
賓
的
契
機
が
通
有
的
に
伏
在
し
て
ゐ
て
そ
れ
が
一
般
の
工
場
内
教
育
施
設
の
目
的
を
客
観
的
に

叉
統
一
的
に
規
定
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
情
が
存
在
し
友
い
で
あ
ら
う
か
。
尤
も
共
の
所
謂
客
観
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
目
的
友
る
も
の

で
も
こ
れ
を
共
の
意
義
の
究
極
賠
へ
ま
で
押
し
つ
め
て
考
へ
た
場
合
に
、

そ
れ
は
何
等
か
或
る
一
義
的
の
も
の
に
ま
で
統
一
さ
れ
了

る
や
う
友
軍
純
友
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
今
、
資
本
主
義
的
工
場
経
替
を
縫
っ
て
存
ず
る
現
賓
的
事
情
を
根
擦
に
し
て
分
析
的

に
検
討
す
る
に
、
客
観
的
闘
係
か
ら
規
定
さ
れ
て
、
凡
そ
工
場
内
労
働
者
数
育
事
業
の
目
的
内
容
と
な
ら
な
け
れ
ば
た
ら
お
主
要
の

契
機
と
し
て
は
、
突
の
三
つ
の
根
本
的
な
る
も
の
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
ゃ
う
。
即
ち
山
港
法
的
目
的
、
閉
経
比
百
経
済
的
目
的
、

初
同
民
活
抽
出
的
及
ぴ
枇
合
道
徳
的
目
的
の
一
ニ
マ
あ
る
。
以
下
に
於
い
て
夫
々
と
れ
ら
待
目
的
の
意
義
を
究
明
し
た
い

c

ー
ー

謹

法

的

目

的

こ
れ
は
工
場
主
に
課
せ
ら
れ
た
或
る
法
的
義
務
の
遂
行
に
謝
す
る
追
求
が
直
接
の
出
護
射
に
怠
っ
て
工
揚
内
第
働
者
数
育
が
行
は

れ
る
揚
合
に
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

工
場
内
弁
働
者
数
育
は
今
日
の
と
こ
ら
勃
れ
の
閣
で
も
一
般
に
は
営
該
主
慢
工

場
主
の
自
由
決
意
の
事
務
に
属
し
、
法
律
的
義
務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
共
の
中
に
は
或
る
特
殊
友

る
性
質
の
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
法
律
が
特
定
の
設
営
企
業
に
義
務
と
し
て
こ
れ
を
行
ふ
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

か
や
う
に
現
在
法
的
義
務
化
さ
れ
て
ゐ
る
ヱ
揚
内
務
働
者
数
育
の
主
た
る
も
の
は
所
謂
徒
弟
(
砕
石
凶

S
己

5
T
E一口町)
に
叫
到
す

る
工
場
内
教
育
で
あ
る
。
議
に
注
意
を
裂
す
る
と
と
は
同
じ
く
徒
弟
制
度
の
名
を
以
て
世
田
て
の
千
工
業
時
代
に
我
闘
及
び
欧
米
諸
国

工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
の
目
的

r 

γ 
μ 

strial E沿tablishmentsin the United SI.les， 19:<9， pp. 94-99・(米); 
Interni1tional Arbeits3mt， Studien uber die Beziehungen zwi:schen ArbeitgeLern 
und Arbeitneh.mern 11. 1932， (猫L Sc:hwenger. R.， Die fJetriebliche Sozial 
politik in der westdeutsch.en G問、sdsenindustrie，1934， S. 52丘(同上); 
Prevot， R.， Die Woh.Hahrt:.einrich.1:Lmgen der Arbeitgeber in Fr!1nkreich， S 
204 f王(inSchriften des Verein fu，. Soc.i.lpolitik， CXIV，) ({，弟). 
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工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
の
目
的

一
三
四

に
て
噴
く
一
種
の
補
助
的
帥
労
働
力
使
用
の
制
度
が
行
は
れ
て
ゐ
た
乙
と
で
あ
る
。
そ
し
℃
此
の
制
度
は
一
般
的
に
或
る
共
通
的
特
質

を
持
っ
て
ゐ
た
。
今
経
附
宮
内
的
形
態
の
翻
掛
か
ら
共
の
徒
弟
制
度
の
特
質
を
見
れ
ば
と
れ
を
次
の
如
く
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
や

ぅ
。
印
ち
、
徒
弟
制
度
は
親
方
工
業
主
が
一
定
年
期
間
準
家
族
的
待
遇
に
て
他
人
の
子
弟
を
自
家
業
務
の
補
助
的
持
働
力
の
用
に
使

役
し
、

一
方
乙
れ
に
劃
し
て
親
方
自
ら
が
官
設
業
務
上
め
作
業
的
技
巧
を
指
導
停
授
し
た
制
'
町
民
で
あ
る
。
か
h

る
経
営
内
的
性
質
の

A
Z
E
O
-
-
t
-
z
cヰ
h
日
間
伊
丹
通

2
1
3
E
3
r町、

司
1
市
世
ぺ
げ
を
取
A

官
居
酒
白
同

pv刀
F
一

EJ
旬。土
t
k

LV
〉
〕
yJ
一
日
こ
と
首
弘
d
I
P
3
2
3
5
1
詫
.
H
1
r
J
C
A
J
U
F
J
O

I
F
R
一
J
E
ド
3
1
f
J
4
4
2
3占
」
通
由

1
・1
J

2

;

た
J

ノ
坪
九
百

4
5
1
コ

f
E
1

j
〆

H
t
:
'
1
1
i
t
，
i

は
一
に
は
蛍
該
同
臓
部
門
へ
の
新
入
峨
者
数
の
制
限
で
あ
り
、
二
に
は
親
方
業
主
へ
の
補
助
的
労
働
力
の
供
給
で
る
り
、

三
に
は
同

職
継
承
者
の
養
成
で
あ
る
と
い
へ
や
う
。
而
し
て
、
右
の
如
き
枇
合
経
済
的
意
義
の
故
に
徒
弟
制
度
の
壮
ム
回
目
的
存
績
を
支
持
す
る
制

l

民
的
地
盤
と
友
つ
て
ゐ
た
も
の
は
、
邸
ち
首
時
の
同
峨
組
合
に
他
な
ら
た
い
。
然
る
に
、
同
職
組
合
の
制
度
は
産
業
革
命
に
件
ふ
白

由
主
義
政
策
の
震
に
遂
に
崩
壊
を
売
れ
ざ
る
乙
と
に
た
っ
た
の
で
、

と
れ
に
支
持
さ
れ
て
来
た
徒
弟
制
度
も
亦
そ
れ
以
来
諸
図
に
て

漸
次
に
衰
嗣
閣
の
蓮
に
陥
る
と
と
に
左
っ
た
の
で
あ
る
。
或
は
と
れ
を
マ
ー
シ
ャ
ル
の
如
く
に
一
括
的
に
見
て
、
徒
弟
制
度
は
新
時
代

の
欣
勢
と
遁
確
に
調
和
す
る
こ
と
が
出
来
た
く
友
っ
て
次
第
に

J

機
械
に
闘
し
か
、
と
唱
へ
る
こ
と
も
出
来
る
で
る
ら
う
。
か
く
て
共

の
後
の
産
業
界
に
は
、
往
時
の
徒
弟
制
度
に
於
け
る
如
き
系
統
的
た
る
訓
練
の
機
舎
と
保
詮
さ
れ
た
生
活
の
安
定
と
を
持
た
ざ
る
多

数
の
無
産
少
年
が
、
一
般
に
放
縦
な
る
生
活
環
境
の
中
に
て
た
ピ
よ
り
よ
き
弁
働
保
件
を
迫
求
し
左
が
ら
空
し
く
工
場
か
ら
エ
岨
舗
に

移
動
す
る
と
い
ふ
悪
弊
的
事
態
を
賢
く
見
る
に
至
っ
た
c

此
の
際
.
放
任
さ
れ
た
資
本
主
義
の
根
本
的
要
求
が
安
州
市
、
た
る
第
働
力
の

供
給
者
と
し
て
た

r
共
の
故
に
少
年
労
働
者
を
需
要
す
る
と
い
ふ
傾
向
が
益
と
右
の
事
態
を
激
化
せ
し
め
、
少
年
第
働
者
の
群
集
は

悲
惨
た
る
時
代
の
犠
牲
者
と
し
て
放
置
さ
れ
た
。
然
る
に
、
共
の
後
資
本
主
義
の
高
度
的
設
展
が
進
み
行
く
と
共
に
、
特
殊
の
技
能

W.， 
Marshall， A.， Principles of Economics， 7th ed. 1916， p. 2.10. 

吉医俊藤氏、改E工場法論、昭和元年. 249頁以下参照; Cf. Kelly， R. 
Ibid， '920， p. 4& ff. 
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的
棄
事
買
を
有
ず
る
も
の
が
高
級
弗
働
者
と
し
て
特
別
に
待
遇
せ
ら
れ
る
事
賓
の
現
は
れ
る
の
を
見
て
少
年
特
働
者
側
に
持
働
僚
件
よ

り
も
先
づ
進
ん
で
系
統
的
た
る
訓
練
を
希
望
す
る
も
の
を
生
じ
、
他
方
工
場
主
側
に
は
安
僚
に
し
て
而
も
安
定
的
左
る
持
働
力
の
調

達
ム
」
粂
ね
て
所
詔
子
飼
の
中
堅
持
働
者
を
要
求
す
る
気
還
が
超
こ
り
、
と
白
誌
に
右
の
枇
合
的
飲
勢
に
適
康
し
こ
れ
に
封
す
る
法
制
化

的
手
段
と
し
て
諸
聞
に
新
た
た
る
徒
弟
制
度
が
設
け
ら
れ
る
や
う
に
た
っ
た
。
此
の
新
た
に
高
度
資
本
主
義
枇
舎
に
生
れ
た
法
制
化

的
徒
弟
制
度
は
共
の
内
容
に
於
い
て
一
固
に
は
一
種
の
債
機
関
係
的
持
働
契
約
で
る
る
が
、
た
ピ
通
常
の
僻
労
働
契
約
と
は
異
る
若
干

の
特
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。
印
ち
徒
弟
制
度
に
於
い
て
工
場
主
側
の
負
権
す
る
義
務
就
中
数
育
的
義
務
は
翠
な
る
債
椿
闘
係
的
性
質
の

み
の
も
の
で
は
友
〈
、

一
方
公
法
閥
係
的
に
も
直
接
に
国
家
の
命
令
山
世
川
崎
町
ど
受
け
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
る
る
。

lrし

を

t~l~ 
，0 

も
'0 
代こ
，) 

'.;一、

見
;fl 

i':I 

工
場
去
市
行
A
?
で
定

b
る
と
一
し
ろ
〈
柴
山
品
目
引
に
場
泣
却
昨
日
仏
が
一
志
乃
旧
制
角
か
ら
桂
治
刷
v

克

4
1
:
d
l
:

ー

i
一
く

;
l
-
3
a
t
A
(
!
;
;
A
i
J一

の
費
施
欣
況
を
院
内
腎
し
て
ゐ
る
。
印
ち
我
闘
の
徒
弟
制
度
に
於
い
て
は
、

一
ム
場
主
側
は
徒
弟
に
謝
し
て
業
務
技
能
上
の
教
育
を
輿
へ

且
つ
そ
の
品
性
修
養
上
の
監
替
を
友
す
べ
き
公
法
的
義
務
を
負
ふ
の
で
あ
り
叉
一
方
徒
弟
と
し
て
は
工
場
主
管
理
の
労
働
に
服
務
し

た
け
れ
ば
左
ら
ぜ
。
此
の
場
合
に
徒
弟
は
通
常
徒
弟
賃
銀
な
る
特
別
の
即
ち
普
通
市
償
以
下
の
低
額
賃
銀
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
文

米
関
の
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
制
の
如
く
に
、

一
定
の
法
律
令
官

J
5
m
2
5
2
〉
老
司
王
一
円
自
立
司

C
F
H
C
H
U
)
に
立
脚
し
て
行
政
官
た

る
徒
弟
蹴
替
官
と
名
曲
事
職
顧
問
た
る
表
干
の
雇
主
と
を
成
員
と
せ
る
州
徒
弟
委
員
合

([ro
田

Z
R
P
宅『
g
Z
2
B
E
E
-な
と
が
徒
弟

制
度
の
貫
施
欣
況
に
公
格
的
既
替
を
行
っ
て
ゐ
る
例
も
あ
お
。
更
に
、
濁
逸
に
於
い
て
は
日
営
業
傑
例
と
商
法
と
が
徒
弟
の
教
育
に
閲

す
る
強
制
的
規
定
を
設
け
て
を
り
叶
徒
弟
を
使
用
す
る
工
揚
主
は
此
の
規
定
に
基
き
法
律
的
義
務
の
履
行
と
し
て
こ
れ
に
謝
す
る
工

場
内
教
育
を
行
は
友
け
れ
ば
な
ら
ね
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
以
上
の
数
例
を
見
て
も
わ
か
る
如
〈
、
高
度
資
本
主
義
時
代
に
生
れ
た

工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
の
目
的

ヨ王

Ka.~kel， W.， Arbeitsrecht， I925， S. ]41 
工場法施行令第四章、徒弟の僚参!照
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工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
白
目
的

六

新
規
の
徒
弟
制
度
に
於
い
て
は
、
徒
弟
と
稿
せ
ら
れ
る
特
殊
の
従
業
持
働
者
を
使
用
す
る
エ
揚
主
は
、
た
と
へ
一
一
聞
に
は
他
の
問
的

に
回
議
す
る
と
と
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
、
少
く
と
も
客
観
的
関
係
か
ら
と
れ
を
一
般
的
に
眺
め
た
揚
合
に
法
律
が
彼
忙
課
し
て
ゐ
る

義
務
を
履
行
せ
ん
と
す
る
目
的
を
以
て
徒
弟
を
封
象
の
一
種
の
工
揚
内
数
育
を
行
は
な
け
れ
ば
伝
ら
ね
事
情
に
長
か
れ
て
ゐ
る
の
で

る
る
。
印
ち
五
同
々
が
政

κ進
法
的
目
的
に
棋
援
す
る
一
種
の
工
揚
内
野
働
者
数
育
を
見
る
所
以
で
あ
る
。

か
ゃ
う
ド
徒
弟
制
ー
肢
は
乙
れ
ぞ
工
揚
内
必
働
者
向
机
宵
の
目
的
主
い
ふ
視
結
よ
り
見
る
と
き
特
殊
の
出
品
設
配
持
っ
た
尽
な
す
べ
品
目
H

制

度
に
在
っ
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
貨
際
上
で
は
此
の
制
度
は
今
日
迄
の
と
と
ろ
内
外
諸
国
に
て
一
般
に
は
決
し
て
盛
な
る
庭
用
を
見
た

と
い
び
得
べ
き
も
の
で
友
く
、
率
ろ
漸
衰
の
傾
向
に
あ
る
と
さ
へ
い
は
れ
得
る
程
の
も
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
れ
に
は
種
、
々
な
る
原
因

が
る
り
、
一
つ
に
は
景
気
の
影
響
が
そ
乙
に
作
用
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
理
由
も
あ
る
。
友
ぜ
友
ら
ば
、
今
我
固
だ
け
に
つ
い
て
と
れ

を
見
て
最
近
数
年
間
に
そ
れ
が
再
び
若
干
左
が
ら
も
漸
増
し
て
来
て
ゐ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
る
る
。
(
註
)

(
註
)
我
困
に
於
け
る
徒
弟
制
度
現
九

a

地
方
長
官
の
認
可
を
受
け
た
規
定
に
従
ひ
徒
弟
を
収
容
し
つ
ふ
る
る
工
場
は
、
昭
和
九
年
度
に
金
府
脚
酬
を
渇
ピ
て
十
七
工
場
で
る
目
、
徒
勢
毅
は

九
百
十
一
人
で
あ
る
。

同 同 同大 年

大4 七
E 
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年

十

年

同

同

同

十

年

年

同

同

同

突
に
徒
弟
制
度
に
於
け
る
も
の
以
外
に
、
左
ほ
法
規
に
よ
っ
て
強
制
せ
ら
れ
な
が
ら
替
矯
さ
れ
る
工
揚
内
努
働
者
数
育
の
揚
合
が

あ
る
。
此
の
揚
合
の
工
揚
内
弁
働
者
教
育
は
根
本
的
に
は
岡
家
の
教
育
政
策
に
仲
裁
ぐ
も
の
で
、
例
へ
ば
澗
遜
に
於
い
て
は
法
規
(
替

業
保
例
一
二
O
脇
陣
)
が
、
工
場
主
十
八
歳
以
下
の
従
業
者
P
使
用
す
る
場
合
に
と
れ
に
釘
し
て
補
習
嬰
校
通
皐
の
援
助
と
奨
励
と
を
輿

へ
且
つ
共
の
品
性
及
、
ひ
健
康
の
健
全
な
る
禁
法
を
保
謎
ナ
ペ
金
義
務
そ
定
め
て
ぬ
私
。
又
我
闘
に
於
い
て
は
・
嘗
て
義
務
教
育
未
桝

年
齢
者
(
満
十
三
歳
以
I
O
者
)
の
工
場
使
用
ど
詳
し
て
ゐ
た
骨
同
時
に
、
議
工
場
法
は
義
務
数
育
を
終
了
せ
ざ
る
商
学
齢
児
童
を
従
業
せ
し

L
4
2
I
N
h
L
亡
、

J

'

J

一

I

込山川『
M
A凶
，
L
a
a
-
-
J
中
山
匂
r
p
t
M刊

F
t
F
U
H
K
工
5
ト
J
十
民

-CLJ
巳
う
:
b
H
E
r
-一
C
F
2
1
J
日
T
J
:
九・ト

;
p
-
f
p
h
i
:
二

一一一
H
、7
'£
Y
p
-
-
O
』「

A
f
h
一I
日制

1
4
A
M
-
-
'
・ぺ

-
7
2
3〈
に
人
品
「
主
ノ
日
T
戸
[
ロ
コ
=
E
p
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一
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〈
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v
t
'
l
t
l
L

~~M 
["1 
k 

早
期
目
試
備
を
設
け
し
め
或
は
一
尋
常
小
事
校
に
書
一
間
又
は
夜
間
通
事
せ
し
め
る
や
う
底
置
せ
し
め
て
ゐ
た
。

工
場
主
が
こ
れ
ら
の
強
制

的
規
定
に
立
脚
し
て
工
場
内
借
労
働
者
数
育
を
替
潟
ず
る
場
合
に
、
こ
れ
を
個
々
の
工
場
主
に
つ
い
て
主
観
的
に
た
づ
ね
れ
ば
そ
と
に

は
他
に
種
々
な
る
目
的
が
見
出
さ
れ
る
で
る
ら
う
け
れ
ど
も
、

一
方
客
観
的
に
現
費
関
係
を
基
礎
に
し
て
考
察
す
れ
ば
此
の
揚
合
営

該
工
場
主
の
港
法
的
目
的
が
一
般
的
根
嫁
と
し
て
作
用
し
て
ゐ
る
事
買
を
同
時
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

ー一一
鰹
醤
鰹
漕
的
目
的

工
場
内
労
働
者
数
育
の
貫
行
は
既
に
い
へ
る
如
く
今
日
の
と
こ
ろ
で
は
若
干
の
特
殊
な
揚
合
を
除
い
て
一
般
に
法
の
強
制
た
く
し

工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
申
目
的

七

KaskeI， W.， a. a. O. S. 200. S. 2.lO. 
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工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
の
目
的

丹、

て
工
揚
主
の
自
由
友
庭
置
に
任
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
L

る
事
情
で
あ
る
故
、
企
業
者
た
る
正
揚
主
が
自
己
の
自
向
夜
判
断
か
ら
共
の
経

替
内
に
て
帥
労
働
者
数
育
を
施
設
す
る
に
は
殺
が
何
等
か
さ
う
す
る
と
と
の
経
管
経
桝
的
根
擦
を
営
該
施
設
の
根
祇
に
於
い
て
持
っ
て

ゐ
る
に
逢
ひ
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
現
代
の
資
本
主
義
的
工
場
に
於
い
て
営
該
工
場
主
が
共
の
従
業
叫
労
働
者
を
封
象
の
て
揚
内
教
育

を
自
渡
的
に
行
ふ
に
一
全
る
揚
合
の
客
観
的
攻
離
部
品
絞
済
的
目
的
は
何
か
。
今
そ
れ
の
一
内
容
を
分
析
す
れ
ば
、
結
局
と
れ
を
突
の
問
項

日
比
市
町
約
す
る
と
よ
一
が
出
来
る
」
田
山
ふ
。
削
ち
川
生
産
行
程
上
の
能
翠
粧
済
開
係
的
目
的
、
間
傷
害
珠
防
聞
係
的
目
的
、

間
従
業
持

働
者
の
封
経
皆
精
神
閥
係
的
日
的
、
凶
従
業
持
働
者
の
生
活
安
定
化
方
策
関
係
的
目
的
で
あ
る
。

仙
生
走
行
程
よ
の
能
率
経
済
関
係
的
目
的

手
工
業
時
代
に
柴
え
た
奮
徒
弟
制
度
が
産
業
革
命
と
共
に
衰
類
し
た
の
は
、
新
時

代
に
入
っ
て
か
ら
一
、
同
服
者
数
の
制
限
と
粧
替
に
封
す
る
補
助
的
伸
労
働
力
の
供
給
と
い
ふ
二
つ
の
固
有
的
機
能
の
観
酷
か
ら
そ
れ
が

枇
命
国
経
済
的
に
無
意
義
化
し
た
と
い
ふ
事
に
本
質
的
原
因
を
有
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
機
械
的
生
産
地
時
代
に
な
っ
て
か

ら
従
業
者
の
生
産
労
働
的
訓
練
斎
く
は
教
育
の
必
要
が
無
く
た
っ
た
と
い
ふ
と
と
の
詮
明
が
そ
と
に
輿
へ
ら
れ
た
謡
の
も
の
で
は
な

い
d

右
も
生
産
技
術
及
び
産
業
組
織
が
捷
化
し
て
か
ら
従
業
弊
働
者
の
素
養
に
謝
す
る
要
求
の
内
容
に
一
定
の
費
化
を
生
じ
た
と
と

は
事
寅
で
る
る
。
即
ち
手
工
業
時
代
及
び
平
期
資
本
主
義
時
代
に
於
い
て
は
一
般
に
又
今
日
で
も
特
に
個
人
的
特
質
を
持
つ
工
義
的

商
品
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
手
先
技
工
的
に
特
殊
の
訓
練
を
受
け
た
従
業
労
働
者
の
存
否
が
粧
品
品
経
済
的
に
も
枇
合
経
済
的
に
も
決

定
的
意
義
を
持
っ
て
ゐ
た
が
、
生
産
行
程
の
梼
逃
が
産
業
部
門
の
別
友
〈
一
般
に
科
率
的
思
慮
を
基
礎
に
し
て
ゐ
る
現
代
ヱ
揚
に
於

い
て
は
最
平
軍
た
る
手
先
技
工
の
み
が
重
要
の
契
機
で
は
左
〈
た
っ
た
諜
で
る
る
。
し
か
し
、
現
代
的
工
揚
に
於
い
て
一
般
に
訓
練

る
る
良
質
の
弁
働
者
を
姿
せ
ざ
る
に
至
っ
た
の
で
た
い
こ
と
は
勿
論
、
否
盆
と
従
業
努
働
者
の
素
養
、
素
質
に
謝
し
て
は
嘗
て
の
時

高野博士纂罪、ウエツプ産業民主制論、昭和二年、 5TlJ当:~".'lll



代
に
見
ぎ
る
程
度
に
高
度
に
し
て
且
つ
特
殊
友
る
傑
件
の
要
求
が
起
っ
て
来
て
ゐ
る
。
具
樟
的
に
い
へ
ば
、
現
代
的
工
場
生
産
が
能

率
経
済
的
致
団
取
を
貫
現
す
る
に
は
是
非
共
、
機
械
蓮
輔
氏
於
い
て
原
料
の
取
扱
に
於
い
て
又
化
事
操
作
に
於
い
て
直
接
現
業
的
に
こ

れ
に
携
は
る
一
般
弁
働
者
が
責
任
感
性
、
慎
重
性
、
医
確
性
に
{
四
国
み
、
叉
工
場
的
絞
管
内
生
活
に
て
厳
し
く
場
所
的
時
間
的
規
律
を

漣
奉
ず
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
た
ほ
工
業
的
生
産
上
智
性
に
勝
れ
練
達
の
技
能
を
持
つ
持
働
者
に
劃
す
る
要
求
の
強
き
こ
と
現
代

に
於
け
る
が
如
き
こ
と
は
宅
業
史
上
に
え
だ
嘗
て
見
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
根
本
に
は
生
産
の
技
術
的
機
構
が
科
率
化
し
た

と
と
に
基
い
で
ゐ
る
と
と
勿
諭
だ
が
、
此
の
際
注
意
す
べ
き
貼
は
か
L

る
受
動
的
闘
係
の
み
に
あ
る
の
で
た
く
、
別
に
又
、

一
屠
重

川
寸
校
硫
倒
的
関
係
の
考
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
左
ら
な
い
。
即
ち
終
調
門
的
閥
係
の
方
厨
で
あ
る
。
高
度
資
本
主
義

川
舎
に
℃
な
げ
筒
の
岡
山
町
経
済
聞
に
生
前
線
一
皮
の
高
差
半
生
や
る
と
と
は
売
れ
雑
い
と
こ
ろ
で
る
る
が
、
持
品
問
符
報
酬
の
比
較
的
自
主

っ
た
同
岡
山
総
消
に
で

u.
然
AH
ざ
と
同
日
以
粧
品
r
k
於
付
る
よ
り
も
一
屠
品
質
高
き
財
貨
を
能
宰
的
に
生
産
す
る
と
い
ふ
こ
と
よ
り
他

に
、
喜
一
倍
的
経
済
上
に
も
又
経
管
経
済
上
に
も
、
間
際
経
済
競
争
裡
に
て
永
績
的
生
存
の
道
を
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
友
い
の
で
あ
る
。
と

L

に
生
活
程
度
の
向
上
し
た
る
印
ち
高
度
資
本
主
義
的
に
一
居
務
建
し
た
る
閥
氏
に
於
い
て
券
働
者
の
勝
れ
た
智
性
と
熟
練
と
が
径

畑
、
強
〈
要
求
さ
れ
る
一
つ
の
根
揚
が
存
し
て
ゐ
る
の
を
閥
る
必
要
が
あ
る
。

而
し
て
終
替
経
済
的
に
見
れ
ば
努
働
者
に
於
け
る
知
日

性
、
熟
練
は
た
ピ
技
術
的
関
係
に
つ
い
て
の
み
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
更
に
進
ん
で
従
業
第
働
者
が
彼
等
の
生
産
的
弗
働

の
経
替
経
済
的
意
味
を
理
解
し
、
牧
谷
性
の
観
念
に
針
し
て
賓
際
的
理
解
を
持
つ
こ
と
が
叉
極
め
て
必
要
で
あ
る
。
剖
ち
、
従
業
持

働
者
は
自
己
の
M

労
働
の
費
川
的
基
礎
に
封
し
、
時
間
及
び
原
料
消
費
の
経
管
経
済
的
志
味
に
封
し
て
支
分
注
る
瑚
解
を
持
た
左
け
れ

ば
な
ら
む
。
現
代
の
工
場
持
働
者
と
手
工
業
的
持
働
者
と
を
異
な
ら
し
め
る
黙
の
一
つ
は
賓
に
前
者
が
経
替
の
経
済
的
側
面
に
、
企

工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
白
目
的

えa
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Brisco" N. A.， Economics of Efl自ciency，I914. .p. 17 
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工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
の
目
的

一
四

O

業
に
闘
聯
し
繋
績
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
存
す
る
の
で
る
る
。
以
上
の
如
き
技
術
的
、
経
済
的
関
聯
に
針
す
る
智
性
及
び
熟
練

の
必
要
は
一
般
の
従
業
献
労
働
者
に
つ
い
て
も
受
賞
す
る
こ
と
だ
が
、
殊
に
経
営
組
織
上
前
線
的
統
制
機
関
と
し
て
、
質
量
府
商
か
ら

来
た
る
鑓
動
的
市
場
影
響
の
中
に
立
つ
経
侍
内
部
の
生
活
上
幹
部
機
闘
を
補
佐
し
て
配
下
の
従
業
者
を
指
導
し
段
倍
す
る
任
務
を
持

つ
職
工
長
乃
至
は
院
替
峨
工

(
2
5
E
7
ι
就
い
て
は
、
北
ハ
の
必
要
が
一
府
切
貨
で
あ
る
。
剖
ち
、
共
の
素
養
の
黙
で
趨
営
在
職
工

長
を
得
る
と
否
と
は
企
業
的
仁
場
の
成
否
を
川
町
つ
契
機
で
あ
る
。

而
し
て
現
代
的
工
場
が
終
欝
経
済
的
関
係
か
ら
共
の
従
業
持
働
者
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
種
々
在
る
資
質
の
漏
養
は
良
質
の
教
育

に
依
存
す
る
と
と
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
か
。
然
る
に
、
高
度
資
本
主
義
時
代
に
入
っ
て
か
ら
長
ら
〈
の
問
、

一
般
に
企
業
者
聞
に
て

共
の
従
業
弊
働
者
に
於
け
る
数
育
的
素
養
の
経
替
経
済
的
意
義
が
認
識
さ
れ
や
に
ゐ
た
。
し
か
し
、
前
世
紀
の
絡
り
頃
か
ら
諸
闘
に

て
一
般
的
に
彼
等
が
此
の
問
題
の
意
味
を
正
し
く
却
一
解
し
始
め
る
や
う
に
た
っ
て
来
た
。
そ
と
で
一
般
の
公
民
皐
校
も
そ
れ
と
共
に

共
の
子
弟
の
教
育
上
、
意
識
的
積
極
的
に
、
将
来
の
曲
目
働
力
に
針
ず
る
能
率
経
済
的
要
求
を
苛
足
す
る
や
う
努
力
す
る
と
と
に
な
っ

た
の
は
事
寅
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
筒
の
経
管
乃
至
工
揚
は
技
術
的
に
も
粧
済
的
に
も
又
人
的
組
織
上
の
機
構
に
つ
い
て
も
夫
々
の

具
館
的
特
性
を
持
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
普
遍
的
勢
働
力
を
劉
象
の
一
般
公
立
単
一
夜
の
毅
育
が
到
底
其
の
貼
に
迄
立
入
っ
て
具
種
的
に
各

筒
の
粧
品
E
K
於
け
る
能
率
経
済
的
要
求
を
十
分
肥
満
足
せ
し
め
る
の
は
不
可
能
の
と
と
で
あ
る
。
そ
と
で
今
日
多
〈
の
企
業
的
工
揚

主
は
、
自
己
の
経
轡
内
に
自
己
の
責
任
を
以
て
能
率
経
済
的
闘
係
上
自
己
に
固
有
友
る
特
殊
の
要
求
を
目
標
に
劃
狩
働
者
数
育
事
業

を
施
設
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
此
の
事
は
特
に
高
級
乃
至
中
堅
峨
ヱ
と
し
て
の
従
業
持
働
者
の
教
育
、
所
謂
峨
工
長
教
育
に
就
い

τ

殊
に
著
し
い
♂
五
口
々
は
諸
に
工
揚
内
第
働
者
数
育
に
於
け
る
能
率
経
済
闘
係
的
目
的
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
る
る
。

日chwenger，R.， a. a白 o.S. 63・
Kelly， R. W. Ibid.， p. '95・
Marsltall， A.， Ibid.， p. 211. Tead， O. a.nd Metcalf， 1-3:. C.， Pet.sounel Admi 
nistration， 1933. p. 166. 
v. Becker.lth， H.， a. :1. O. 
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②
傷
害
謙
防
関
係
的
問
的

現
代
工
場
制
労
働
の
人
類
一
刷
祉
に
針
す
る
功
罪
を
論
や
る
場
合
に
、
こ
れ
が
闇
黒
岡
的
項
目
と
し

て
、
最
初
に
指
摘
せ
ら
る
べ
き
も
の
は
、
共
の
従
業
岨
労
働
梓
問
に
驚
〈
ぺ
き
多
数
の
業
務
上
傷
害
現
象
を
惹
起
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
と

と
で
あ
る
。
今
現
代
工
場
制
労
働
に
於
け
る
業
務
上
傷
害
事
件
殺
生
欣
況
の
一
例
と
し
て
、
昭
和
九
年
度
の
我
図
工
場
(
工
場
法
適
用

工
場
及
び
官
設
工
場
に
限
る
)
に
起
っ
た
業
務
上
峨
工
死
傷
教
を
見
る
に
失
表
の
如
く
で
る
る
。

言汁

主主

軒l

傷

~iト

F串.

一

一

ヨ

ヨ

ョ

一

一

3

1

4

t

J

U

4

1

ノ

f
i
l
l
-
-
r
i
l
l
-
-
-
-

一

一

-
1
1
1
1
1
1
L

無
論
年
々
に
多
少
の
時
党
動
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
業
務
上
峨
工
死
傷
件
数
が
非
常
に
多
い
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
拡
だ
け
で
は
毎
年
間

じ
欣
態
を
示
し
て
ゐ
る
。
業
務
上
峨
工
死
傷
事
件
が
共
の
本
人
及
び
家
族
・
た
ら
び
に
岡
氏
全
般
の
一
冊
祉
の
上
に
大
左
る
不
幸
を
賓

す
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
経
替
経
済
的
立
場
も
亦
と
れ
に
よ
っ
て
種
々
の
聞
係
か
ら
、
直
接
又
間
接
に
止
へ
ふ
と
こ
ろ
が
少
〈

な
い
。そ

と
で
、
か
h

る
性
質
の
業
務
上
峨
工
傷
害
の
残
生
ず
る
際
問
で
あ
る
が
、

h
h
づ
温
民
芥
働
時
間
や
、
な
ら
び
に
て
、
理
H
h骨
組
ぽ
市

什
刊
の
他
の
家
路
線
桝
的
快
陥
等
に
特
く
椛
体
現
象
が
主
要
な
川

M
Nと
し
て
そ
こ
に
指
摘
せ
ら
る
べ
き
こ
と
明
か
で
あ
る
い
、
な
ほ
ヱ

場
作
業
に
於
け
る
物
的
護
境
乃
至
設
備
の
不
完
全
が
原
閃
と
し
て
そ
こ
に
作
用
す
る
担
割
合
が
あ
る
こ
と
を
、
と
れ
又
苔
定
出
来
左

ぃ
。
要
す
る
に
ヱ
揚
に
於
け
る
業
務
上
峨
工
死
傷
事
件
愛
生
の
原
図
的
契
機
を
一
慨
に
或
る
一
元
的
な
も
の
に
統
一
化
す
る
と
と
は

工
場
内
勢
働
者
数
育
事
業
の
目
的

四

E会〆

手

九ι

A ， 
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工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
の
目
的

受
賞
で
な
か
ら
う
。
か
く
て
、
此
の
際
各
個
の
持
働
者
自
慢
に
存
す
る
特
殊
怠
る
個
人
的
事
情
が
又
一
つ
の
原
周
的
契
機
と
し
て
作

四

用
ず
る
こ
と
の
可
能
を
も
認
め
友
け
れ
ば
な
ら
ね
。
こ

a
A
K
従
業
弊
働
者
に
闘
し
て
、
軍
怒
る
作
業
的
能
率
版
則
の
要
求
と
は
別
の

意
味
か
ら
の
、
邸
ち
傷
容
抽
出
防
の
見
地
か
ら
の
適
材
選
棒
、
ど
い
ふ
と
と
が
必
要
に
左
つ
で
来
る
根
嫁
が
あ
る

R
V

し
か
し
、
更
に
、
業

務
k
傷
害
の
版
閃
と
し
て
作
肘
す
る
従
業
者
側
の
個
人
的
事
情
の
中
で
、
作
業
上
注
意
そ
要
す
る
こ
と
に
針
す
る
無
智
や
設
設
作
業

へ
の
不
熟
練
や
、

並
び
に
又
精
一
判
的
視
性
上
の
紋
陥
等
が
同
時
に
持
制
喧
ら
る
。
へ
き
こ
ユ
L

を出
U
h
r
u
c
は
芯
ら
ぬ
。
y

p

-

J
同

」

、

」

1
4

し

F
F
A
F
ヲ

p
ψ
f
A
l
?
!
口
M

能
率
の
一
概
難
か
ら
俊
秀
友
る
熟
練
者
が
必
し
も
傷
害
鼓
防
的
見
地
か
ら
も
同
時
に
紋
陥
無
き
個
人
的
事
情
に
み
る
と
は
限
ら
・
泣
い
と

い
ふ
こ
と
抗
此
の
揚
合
特
に
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
滋
に
於
い
て
、

一
方
で
は
直
接
に
作
業
上
の
危
険
を
警
め
た
り
叉
注
意
を

要
す
る
と
と
へ
の
注
意
を
喚
起
し
た
り
、
友
ぴ
他
方
間
接
に
は
傷
害
課
防
の
見
地
か
ら
弊
働
者
の
性
格
、
精
神
的
習
性
上
の
快
陥
を

改
善
す
る
震
に
各
種
の
教
育
的
祈
動
を
行
っ
た
り
す
る
と
と
、
印
ち
所
割
問
庚
義
安
全
薮
育
が
工
揚
主
の
手
に
土
り
共
の
責
任
を
以
て

工
揚
門
に
行
は
る
べ
き
こ
と
の
経
替
経
済
的
根
擦
が
存
し
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
、
責
際
今
日
で
は
、
能
率
粧
情
的
原
則
か
ら
す
る
も

の
と
は
別
に
、
傷
害
議
防
の
見
地
か
ら
の
工
揚
内
務
働
者
数
育
が
次
第
に
各
工
場
主
の
熱
心
左
る
努
力
の
劃
象
と
左
り
つ
L
あ
る
寅

献
を
見
る
。

@
第
働
者
の
封
経
皆
精
神
関
係
的
目
的

工
業
的
企
業
の
技
術
的
、
物
的
要
素
た
る
粧
替
卸
ち
工
場
は
い
ふ
ま
で
も
泣
く
利
潤

の
迫
求
を
以
て
究
極
の
指
導
原
理
と
恋
す
べ
き
こ
と
の
制
約
の
下
に
ゐ
か
れ
て
ゐ
る
。

か
L
る
性
質
の
経
営
に
於
い
て
は
、
其
の
成

員
た
る
従
業
者
が
上
は
主
脳
部
か
ら
下
は
卒
伍
の
末
た
る
一
般
持
働
者
に
至
る
ま
で
、
営
一
夜
粧
品
百
の
替
利
経
済
的
任
務
を
理
解
し
て

各
為
、
共
の
達
成
に
積
桜
的
興
味
を
持
つ
べ
き
C
と
を
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
自
明
の
事
柄
で
あ
る
。
者
し
一
般
勢
働
者
が
殊
に

武H1晴爾氏、工場傷害防止(岩波書底、防災科事講座、 6~陰i1\'災、昭和十年、
25頁参照、
上野義雄氏、災害と心的態度並に災害額軍基性素質に就て(勢働科事研究、十巻
83買).助川浩氏、~働衛生講話、昭和九年、 28I頁以下、務J!在
Schwenger， a. a. O. S. 90. 
Farmer， M. A.， The Causes ("'If Accideuts， 1932， p. 3。
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職
工
長
が
経
替
主
脳
部
の
庭
電
乃
至
方
針
に
逆
ら
ひ
、
或
は
と
れ
に
面
従
腹
背
し
て
た
ピ
外
的
強
制
の
み
に
て
辛
う
じ
て
絞
替
統
鰭

制
の
形
骸
を
敗
目
へ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
友
い
有
様
で
あ
る
か
、

更
に
進
ん
で
現
賓
に
勢
働
不
安
が
具
鱒
化
す
る
如
き
欣
態
に
迄
陥
っ
て

は
、
到
底
そ
こ
に
経
営
経
済
的
成
績
が
泉
げ
ら
れ
得
べ
き
期
待
を
持
つ
こ
と
が
出
来
友
い
。
従
業
持
働
者
の
針
経
笹
的
精
紳
欣
態
か

ら
反
企
業
的
要
素
を
解
消
若
く
は
軽
減
し
て
反
封
に
経
営
主
脳
部
へ
の
積
極
的
協
力
の
傾
向
を
強
化
す
る
に
は
、

工
場
主
側
よ
り
従

業
持
働
者
に
謝
し
て
す
る
物
心
柄
面
の
待
渇
が
、

一
方
に
於
て
.
そ
と
に
根
本
的
聞
係
を
持
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
車
、
こ
れ
は
更
め
て

指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
又
、
他
方
で
は
従
業
努
働
者
が
自
己
の
従
事
す
る
粧
品
百
の
企
業
経
済
的
仕
組
に
封
し

て
心
性
的
比
好
意
め
る
型
解
を
持
つ
や
苔
や
、
乃
主
彼
等
が
或
る
税
の
世
界
観
、
枇
命
国
師
紅
済
観
に
立
つ
や
否
や
が
従
業
持
働
者
聞
の

反
企
業
的
精
神
の
濃
岐
畑
何
に
た
い
な
る
闘
係
主
有
す
る
こ
と
、

こ
れ
を
此
の
際
港
分
に
認
め
て
ゐ
か
ね
ば
な
ら
向
。
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営
経
済
的
意
義
が
存
し
て
ゐ
る
。
此
の
と
と
は
粧
管
を
続
る
一
般
枇
舎
の
思
想
傾
向
が
反
企
業
的
、
反
資
本
主
義
的
に
激
化
し
て
階

級
闘
争
的
風
潮
が
昂
揚
す
る
時
代
に
愈
々
一
瀬
著
に
安
蛍
す
る
。
客
観
的
事
情
か
ら
推
し
て
、

工
場
内
弊
働
者
数
育
に
就
き
従
業
努
働

者
の
針
粧
品
百
精
神
闘
係
的
目
的
の
可
能
が
認
め
ら
れ
得
る
所
以
で
あ
る
。

制
従
業
雌
労
働
者
の
生
活
安
定
化
方
策
関
係
的
目
的

工
場
に
於
け
る
従
業
持
働
者
の
頻
繁
な
る
異
動
率
(
斗
ロ
ヨ
2
2
3
Z
)
が
種

々
た
る
契
機
を
通
じ
て
企
業
に
費
す
損
失
は
経
営
経
済
的
に
軽
減
し
得
な
い
項
目
で
る
私
。
友
ほ
又
、
必
要
に
舷
じ
て
随
時
に
而
し

て
友
る
ぺ
〈
費
用
少
く
要
求
の
持
働
力
量
を
調
達
し
得
て
有
殺
な
る
経
省
所
動
に
支
障
を
生
ぜ
ざ
ら
し
め
る
こ
と
は
、
企
業
的
工
業

の
成
否
を
決
定
す
る
一
要
件
で
あ
る
。
然
る
に
異
動
率
を
減
少
す
る
事
及
び
持
働
力
の
調
達
を
容
易
化
す
る
事
は
積
々
な
る
契
機
に

工
場
内
相
官
働
者
数
育
事
業
の
目
的

四

書詐藤龍主住民、安全運動大綱、昭和十 年、第五怖参照ー
SChwe-nger， a. a. ö~-s: 91. Derselbe， Die betriebliche Sozialp"Ii!ik in_R_llhr: 
kohlenbergb(lU， 1932， S. 54.我闘各大工場内に於ける安全委員曾白活動赦況
其の他にもi斬次盛なる工場内安全.'fjc青山費例を見ると左が出来る。
Slich.ter， S. 1王.， The Tuτ~o~;r -of Fadury La.hor1 192I， p. 107 ff. 
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四
四

よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
。
就
中
重
要
注
も
の
と
し
て
は
、
従
業
持
働
者
の
家
計
が
安
定
化
す
る
事
、
持
働
者
の
家
族
子
弟
及
び
男

女
青
年
従
業
者
自
健
に
教
養
の
機
舎
が
可
能
た
る
こ
と
、
従
業
労
働
者
が
仕
事
に
熟
練
し
と
れ
を
理
解
し
か
く
て
彼
等
が
共
の
作
業

自
慢
に
満
足
感
を
持
つ
と
む
、
と
れ
等
の
諸
耕
在
と

n
A
K
拘
摘
し
た
け
れ
ば
た
ら
由
。

従
業
持
働
者
の
家
計
の
安
定
は
根
本
に
ほ
共
の
賃
銀
所
得
舗
に
依
存
ず
る
け
れ
芝
も
、
他
方
文
そ
れ
が
彼
等
の
家
庭
舷
併
の
品
川
容

及
び
と
れ
が
統
柊
如
仰
K
よ
一
心
て
川
約
さ
引
お
L
F
三
し
ら
が
甚
だ
一
人
古
い
と
」
在
認
め
訟
司
灯
れ
ば
お
ら
恥
。

古
く
て

工
場
主
の
手
に

で
勢
働
者
の
出
家
庭
を
封
象
に
し
て
共
の
一
家
計
管
理
の
技
術
的
方
面
に
闘
す
る
補
導
を
興
へ
、
或
は
人
間
幸
一
軒
に
封
し
て
消
槌
的
意
義

を
持
つ
に
過
ぎ
友
い
種
類
の
支
出
要
素
を
家
計
内
容
か
ム
排
除
し
叉
は
減
少
せ
し
め
る
震
に
僻
労
働
者
の
家
庭
生
活

P
適
官
に
指
導
し

数
化
す
る
と
い
ふ
事
が
、
間
接
的
な
が
ら
結
局
経
皆
経
済
的
に
有
利
一
な
る
結
果
を
粛
す
所
以
と
友
る
。

又
工
場
所
在
地
の
環
境
如
何
に
よ
っ
て
は
、
従
業
第
働
者
の
子
弟
に
封
し
て
幼
児
教
育
や
或
は
叉
単
一
齢
児
童
の
震
の
普
通
教
育
等

を
蜘
幅
削
宮
内
に
て
施
設
し
た
川
、
或
は
従
業
持
働
者
の
妻
或
は
娘
を
針
象
の
経
営
内
技
塾
教
育
を
企
て
る
の
も
、
従
業
者
生
活
の
安
定

化
に
資
戸
推
す
る
結
出
戒
を
惹
起
し
て
、
経
営
経
済
的
に
好
影
響
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
多
数
の
青
年
男
女
従
業
持
働
者
を
使
用
す
る
工
場
が
と
れ
を
釘
象
に
青
年
期
教
養
と
し
て
通
営
友
技
襲
、
智
識
、
修
養
の

震
の
経
管
内
数
育
事
業
を
施
設
す
れ
ば
、

と
れ
は
共
の
殺
某
と
し
て
異
動
率
の
低
下
と
州
労
働
力
調
達
の
容
易
化
と
を
招
〈
で
る
ら
う

と
と
が
、
明
か
に
承
認
さ
れ
得
る
。

以
上
の
如
く
し
て
工
揚
内
弊
働
者
数
育
に
経
営
経
済
的
利
益
の
視
結
を
基
礎
と
し
た
、
従
業
持
働
者
の
生
活
安
定
化
方
策
闘
係
的

目
的
の
可
能
を
見
る
と
と
が
出
来
る
。

B100m日eld，D.， Labor Maintenance， 1920， p. 95・

Vgl. Schwenger， R.， a. a. O. S. 161 f!:.号 175.
Vgl. Schwenger， R.， .• ..0. s. 'Z6正祉曾局努働部、工場鏑山に於げる教
育修養施設、昭和八年、 58頁以下参服、
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)
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四

園
民
遁
標
的
及
び
社
曾
遁
徳
的
目
的

先
づ
図
氏
道
徳
的
目
的
に
つ
い
て
見
る
。
他
国
民
の
と
と
は
姑
く
措
き
、
少
く
と
も
、
我
が
岡
氏
は
皆
自
己
の
教
養
に
つ
い
て
重

大
た
岡
氏
遺
徳
的
義
務
を
負
ふ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
長
く
も
教
育
勅
語
に
は
我
等
臣
民
が
時
事
を
修
め
業
を
朝
日
ひ
、
智
能
を
啓
殻
し
徳

器
を
成
就
し
、
と
れ
に
よ
っ
て
天
壌
無
窮
の
皇
運
を
扶
翼
し
奉
る
べ
き
次
第
を
仰
せ
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
我
等
臣
民
が
天
壌

無
窮
の
白
玉
濯
を
挟
翼
し
奉
る
所
以
の
貨
に
営
た
る
程
度
の
教
育
的
素
養
を
持
つ
こ
と
は
、
賓
に
勅
命
K
よ
っ
て
謀
せ
ら
れ
た
臣
民
各

個
の
岡
民
道
徳
的
義
務
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
左
い
。
然
る
K
今
日
寅
際
K
恰
い
て
は
、
主
と
し
て
経
済
的
事
情
が
版
凶
に
な
っ
て
、
我

が
岡
氏
の
中
に
右
の
殻
粛
な
る
閣
民
道
徳
的
義
務
を
古
分
に
壷
し
得
ざ
る
優
に
あ
る
同
胞
の
存
す
る
こ
と
決
し
て
少
い
教
で
は
左

ぃ
。
工
場
従
業
者
に
つ
い
て
見
て
も
、

具
緯
的
に
い
っ
て
法
律
に
定
め
ら
れ
た
義
務
教
育
の
未
修
了
者
が
相
営
の
教
に
上
っ
て
ゐ

る
。
又
た
と
へ
義
務
敬
育
は
修
了
し
て
も
漸
く
共
の
程
度
の
教
育
的
素
養
に
止
ま
る
も
の
が
、
次
表
の
如
く
今
左
段
、
金
図
工
場
第

(主マ

働
者
数
の
五
十
%
を
超
え
る
有
様
で
あ
る
。

か
a
h

る
程
度
の
教
育
溢
程
を
修
へ
た
る
の
み
に
て
直
ち
に
工
場
岬
労
働
者
と
な
り
た
る
も

の
が
、
共
の
後
の
教
育
に
つ
い
て
何
等
の
特
別
友
考
慮
を
捌
は
れ
や
と
れ
が
健
全
な
培
育
陶
冶
の
等
閑
脱
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
そ
れ

が
原
因
で
劇
し
く
彼
等
の
心
身
の
愛
達
が
阻
止
抑
制
せ
ら
れ
、
国
家
の
人
的
資
源
も
震
に
澗
渇
の
囚
を
招
き
、
同
時
に
彼
等
各
自
の

岡
氏
道
徳
的
義
務
遂
行
の
能
力
が
失
は
れ
行
く
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
情
に
つ
い
て
は
、
既
に
専
門
研
究
者
が
明
白
辛
味
に
ζ

れ
を

指
摘
し
て
ゐ
る
と
と
る
で
あ
る
司

工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
四
目
的
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四
五
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工
場
内
野
働
者
数
育
事
業
の
目
的

(
註
)
我
岡
工
場
勢
働
者
数
育
程
度
調
査

大正十三年

1，371，995 

77，640 

197，412 
731，743 
311.200 

昭和二年

1，37出，86s

nH ， 92~ì 

1~lO ，71G 

801，74:! 
3i':::，481 

昭和五年

1，299，013 
45，055 
77，3¥14 

751，152 
425，412 

線数

不就皐の者

尋常小車中途退皐者

尋常小畢卒業程度の者

高等小皐修事程度以上
の者

100，0 

5.9 

15.0 

23.6 

一
四
六

今
日
我
が
岡
氏
殊
に
工
場
持
働
者
の
数
育
的
素
養
に
於
け
る
上
述
の
如
き

現
賓
欣
態
を
顧
る
た
ら
ぽ
、
各
個
の
工
揚
主
が
自
己
の
工
揚
内
に
各
種
の
様

式
方
法
を
以
て
従
業
持
働
者
を
針
象
に
共
の
智
徳
植
の
健
全
な
後
建
を
目
標

に
し
た
る
教
育
的
事
業
を
施
設
す
る
と
と
は
、
軍
に
従
業
努
働
者
自
憶
が
各

自
の
一
同
氏
道
徳
的
義
務
乞
遂
行
す
る
の
を
助
成
す
る
に
止
ら
や
し
て
更
に
工

説
主
自
慣
に
於
M

り
る
臨
民
道
徳
的
義
務
の
遂
行
を
金
号
す
る
所
以
と
た
る
も

の
で
あ
る
。
現
に
我
固
に
て
今
日
多
く
の
工
揚
主
は
自
家
工
揚
内
に
共
の
従

業
第
働
者
を
裂
の
害
事
校
、
霊
祭
等
を
設
け
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
は

定
に
一
方
に
於
い
て
併
せ
て
経
営
経
済
的
目
的
が
附
著
し
て
ゐ
る
と
と
を
否

定
し
得
泣
い
で
る
ら
う
。
し
か
し
又
同
時
に
吾
K

は
そ
と
に
ヱ
揚
主
が
そ
れ

に
よ
っ
て
彼
れ
自
ら
の
岡
氏
道
徳
的
義
務
の
遂
行
を
何
等
か
の
程
度
に
企
求

し
て
ゐ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
客
観
的
必
然
を
認
め
る
と
と
が
出
来
る
。

註
) 

青
年
皐

校
<Q 

目
白包1)

青
年
皐
校
ρ
男
女
青
年
ニ
劃
シ
其
ノ
心
身
ヲ
鍛
錬
シ
徳
性

ヲ
泊
養
ス
ル
ト
共
-
一
職
業
及
貸
際
生
活
-
一
額
要
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ
授
ケ
以
テ
岡
民
タ

ル
ノ
養
質
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
ス

更
に
翻
っ
て
従
業
努
働
者
の
智
徳
鰹
の
健
全
友
稜
建
を
目
標
の
工
担
額
内
教
育
事
業
に
た
と
へ
困
ほ
ん
道
徳
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
が

55.5 

'WIJ 

100，0 

4.H 

10.:! 

5， 8.:~ 

2'i'，() 

100，0 

3.5 

6.0 

57.8 

32.7 

比

教

不 就 串 の 者

尋常小皐中途退事者

尋常小皐卒業程度の者

高等小畢修皐程度以上
回者

糖、

内閣統計局、昭和五年努働統計貴地調査報告第-111'工場の部時頁.
E制度義等氏、前掲論文、 IJ頁参照.
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寺

地

M
J坊
に
ι刊
行
、
4

弓
弓

じ

与さシ
J弓

困
難
な
る
場
合
に
で
も
、
そ
と
に
は
明
か
に
其
の
事
の
一
位
舎
道
的
意
義
が
存
し
て
ゐ
る
。
抑
と
現
代
の
企
業
的
生
産
綿
織
は
、

ぞ
れ

が
従
業
努
働
者
の
人
間
的
生
存
に
影
響
す
る
闘
係
に
於
い
で
は
貧
に
政
治
・
宗
数
、

抗
し
そ
れ
に
も
勝
る
程
の
勢
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。
か
L
る
枇
曾
的
勢
力
の
指
導
者
た
る
工
揚
主
が
自
己
の
枇
合
的
責
務
を
自
賛
し

一
般
教
育
等
々
各
種
経
管
外
的
機
能
活
動
に
封

た
揚
合
に
は
必
然
的
に
自
己
の
一
位
曾
道
徳
的
義
務
の
途
行
を
目
的
に
し
た
る
何
等
か
遁
世
た
る
ヱ
揚
内
的
弊
働
者
教
育
事
業
を
企
つ

に
至
る
ぺ
き
こ
と
が
巧
へ
ら
れ
る
。
此
の
際
特
に
重
要
-
な
の
は
未
就
事
者
及
び
平
期
退
撃
者
に
針
す
る
補
充
教
育
の
事
業
で
る
る
。

尤
も
、
軍
放
る
け
舵
舎
道
徳
的
目
的
に
立
脚
す
る
工
場
内
努
働
者
数
育
の
事
業
が
経
費
経
済
的
要
求
の
潟
に
、
原
理
的
に
も
賓
質
的
に

も
甚
だ
大
怒
る
制
約
を
受
〈
ぺ
き
こ
と
の
必
然
は
こ
れ
を
?
心
同
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
い
。

;l5: 

副主i

-gz 

私
は
以
上
に
於
い
て
現
代
資
本
主
義
的
工
場
の
内
部
に
行
は
れ
る
従
業
第
働
者
針
象
の
教
育
事
業
に
可
能
な
る
各
種
の
問
的
を
客

観
的
関
係
か
ら
分
析
的
に
指
摘
し
て
、
其
の
内
容
を
検
討
し
た
。

一
筒
の
工
企
業
内
に
於
け
る
従
業
持
働
者
数
育
事
業
の
全
般
或
は

一
工
場
内
第
働
者
数
育
事
業
の
特
定
部
門
に
備
は
る
形
態
、
手
段
、
様
式
、
規
模
等
は
、
右
の
各
種
の
目
的
要
素
の
中
の
勃
れ
が
又

そ
れ
ら
の
も
の
L
如
何
在
る
組
合
せ
闘
係
が
共
の
事
業
の
背
後
に
る
っ
て
こ
れ
を
支
配
し
て
ゐ
る
か
に
依
っ
て
決
定
的
影
響
を
受
け

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
夫
-n
の
工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
が
各
自
の
様
々
な
る
具
韓
的
個
性
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

工
場
内
努
働
者
数
育
事
業
の
目
的

一
四
七

襲
撃

Hoopingarner， D. L. Ibid.， p. 183・5) 


